
　第 8 回やすまる広場が、市民活動支援センター、
健康福祉センターなど３会場で開催され、多くの市
民団体の活動発表やパネル展示、地元の野菜の販売
が行われ、約 5,500 人の来場がありました。
　特に、「熊本・大分へのラブレター作品展」では、
４月に発生した熊本地震の被災地が一日も早く復興
することを願って絵画を製作し思いを一つにしてい
ました。
　また、市長と気軽にトークする「やすまる井戸端
トーク」では、参加者が市の重要施策の展示パネル
を見ながら気軽に市長と意見交換し皆さん自分たち
のまちの将来を真剣に話されていました。

目指すは東京オリンピック！

　草野派糸東流拳法空手道会の竹内誠竜さん（上屋）、
吉田真輝人さん（久野部）、山下弘馬さん（西河原）
が全国大会、山下颯馬さん（西河原）が近畿大会に
出場されることになり、その報告のため市役所を訪
問しました。
　選手たちは、「全国大会で優勝したい。」「滋賀代表
としていい成績を収めたい。」とそれぞれ目標や意気
込みを語ってくれました。
　大会では日々の練習の成果を発揮してください。

▼７月５日　市役所

日頃の練習の成果を全国で

　野洲ジュニアソフトテニスクラブの奥山充結さん
（小南）、武田悠里さん（守山市）、向畑奈々未（湖南
市）さんが「第 33 回全日本小学生ソフトテニス選手
権大会」出場報告のため市役所を訪問しました。
　「日々の練習の成果を発揮し、近畿・全国で優勝し
たい。」と力強く意気込みを語り、市長から、「メン
タル、コンディションを整えて試合でベストを出せ
るように。」と激励を受けました。
　自分の力を精いっぱい出して頑張ってください。

▼６月 29日　市役所

やすまる広場2016開催 ▼６月５日　市民活動支援センターほか

後列左 颯馬さん、前列左から 弘馬さん、真輝人さん、誠竜さん

左２人目から奥山さん、向畑さん、武田さん
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現在、博物館ではテーマ展「須
す

恵
え

器
き

登場－その役割につ
いて－」を開催中です。このやきものについての概略は先月
号でご紹介しましたが、今回は、それらを焼成していた窯
が野洲市内にもたくさん分布しているというお話です。
野洲市から竜王町にかけて広がる鏡山とその周辺の丘陵

部一帯には、６世紀から８世紀にかけての須恵器窯跡が数
多く分布しています。
一説では100基を超えるとも言われており、その規模は

近江地方で最大を誇ります。６世紀の後半から７世紀の初
め頃に最盛期を迎えたとみられ、その後、徐々に規模を縮
小させながらも８世紀まで生産を続けたようです。
注目すべきは、その規模だけではなく、古代の文献資料

にこの地域のことが記されていることです。
それは『日本書紀』で、垂仁天皇三年の条に「近江国鏡

村谷陶人、則天日槍之従人也。」とあります。天
あめ

日
のひ

槍
ぼこ

につ
ながる系譜をもつと考えられる須恵器工人が鏡村あたりに
いたという、とても興味深い内容です。
このように、県内の須恵器生産を考えるうえで非常に重

要な鏡山一帯の須恵器窯跡ですが、発掘調査によって徐々
にではありますが実態に迫る成果が得られています。
一例として、鏡山古窯址群北西麓の北端、入町支群の一

角に位置している小山遺跡の調査では、写真のような焼け
歪んだ須恵器が大量に出土しました。調査地は斜面に設け
た窯の下方に広がる失敗品を捨てた場所と考えられ、それ
を裏付けるように、壊れているものや複数のものが融着し
ている例などもみられます。通常、このようないわゆる「失
敗品」は集落や古墳といった消費地には流通しないため、
生産地ならではの様相を示すものといえるでしょう。
近江地方最大規模の須恵器窯が営まれていた鏡山古窯址

群。当時は、須恵器を焼く煙があちらこちらで立ちのぼっ
ていたことでしょう。 （博物館学芸員　角 建一）

■テーマ展「須恵器登場－その役割について－」
９月25日まで開催中（休館日：月曜日（祝日は開館）、８
/12、９/６～８・20・23）野洲市民は入館無料
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焼け歪んだ須恵器（小山遺跡；野洲市教育委員会蔵）

▼７月１日　五之里

100歳おめでとう
　100 歳の誕生日を迎えた甘池末作さん（上屋）
を山仲市長がお祝いに訪問しました。
　大正５年６月 27 日生まれの末作さんは、グラ
ンドゴルフが趣味で多くの大会に出場し好成績
を収めてこられました。
　この日、施設を利用されている皆さんと職員
さんからのお祝いに喜んでおられました。
　いつまでもお元気で。

ホタル観察を楽しみました
　野田水郷ネットが地元子ども会を対象にした
ホタル観察会を開催しました。この日は、プロ
ジェクターを使ってホタルの生態や飼育の説明
があり、参加した子ども達や保護者約 40 人は熱
心に聞き学習していました。
　また、飼育していた幼虫 41 匹のうち 28 匹が
成虫となり、初めて観る子ども達は好奇心いっ
ぱいで楽しい観察会となりました。

▼５月 29日　野田自治会館
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